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１学期も残り３週間！ 
  入学してから、３ヶ月が経ちました。初々しかった１年生も日に日に中学生らしくなって 

きたように思います。しかし、まだまだ自分に甘かったり、つい人に迷惑をかけてしまった 

りするというところも残念ながら見受けられました。長い夏休みが待っていますが、その前に１学期の締めく

くりの期末テストが控えています。１学期に皆さんが積み重ねてきたものを発揮する大切な機会です。日頃学

んできたものをしっかり確認して、自分が掲げている目標をクリアできるように全力で頑張って下さい。 

♪芸術鑑賞会を終えて♪ 
６月９日（金）の午後からオーケストラアンサンブル金沢の演奏を宇ノ気中学校体育館で聴くことができまし

た。指揮者の方が司会進行もされていて、曲の紹介やいろいろな楽器の特徴などをたいへんわかりやすく説明し

てくださいました。また、中学生の中から吹奏楽部の３年生男女各１名が代表で指揮者の体験をさせてもらいま

した。プロのオーケストラの指揮をする機会はなかなかないことなので、２人の生徒にとって忘れられない日に

なったのではないかと思います。                       

〈生徒の感想〉  

♪今日は初めて生演奏を聴きました。生演奏はテレビで聴くより迫力があってすごかったです。1番右で楽器を

弾いていた女性が指揮者が大きく腕を振ったときは身体全体を使って弾いていて、指揮者が普通にしていると

きは手首だけを使って弾いて、工夫されているなと思いました。楽器の組み合わせによって音の重なり方や、

伝わってくることが違っていたりして、面白いなと思いました。（竹腰陽菜） 

♪音楽で人を笑顔にさせることも感動させることもできて、音楽はすごいなと    

改めて思いました。知っている曲もあったし、知らない曲もあったけどオー  

ケストラに少し興味が持てました。本当にきれいな音色ですてきだなと思い 

ました。                        （上田亜美） 

ブラインドウォークを体験して 
6月 1６日（金）の総合学習で福祉体験学習の一環として「ブラインドウォーク」を実施しました。男女に分

かれてペアをつくり、一人が目隠しをして、もう一人が誘導役を行い、途中で役割を交代して行いました。目隠

しをした人はおそるおそる脚を前に出しながら前に進もうとしてしました。もう一人の人は「ゆっくりゆっくり、

大丈夫やぞ。」とか「もう少し前に出て。」などと相手が動きやすいように誘導していました。 

〈生徒の感想〉 

○ブラインドウォークをする前は、「階段を下りるだけだから簡単でしょ」と思っていた。でも実際やってみる

と、目も見えなくて、今どこにいるかもわからないまま階段を降りてとても怖かった。自分たちは人の手を借

りて歩いたり、階段を上ったりしたけど、本当に目が不自由な人は犬や棒を使って歩いていると考えると、本

当に大変なんだなあと改めて思った。                           （横山 雅） 

○僕はブラインドウォークを終えて、目が不自由な人は大変だなと思いました。理由は階段を下りると言うだけ

なのに、ものすごい不安感があったし、正直怖いと思ったからです。この体験で、もしも目に不自由な人に会

ったら手伝いたいと思ったし、思いやらないといけないと感じました。            （稲田紫音） 

○今日目隠しをして歩いてみて、目の不自由な人の気持ちがよく分かりました。普段、慣れている場所でも、目

が見えなかったらどこに何があるのか分からないので怖かったです。階段を下りるとき、手すりやペアの人の
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助けがあっても不安でした。そう考えると目の不自由な人は一人で街中を歩いたり、生活できているのがすご

いと思いました。                                    （澤野 萌） 

○今日の体験を通して目の不自由な人は毎日大変な思いをしているのだと実感しました。以前白い棒を使って、

安全かどうか確かめながら歩いている人を見ました。外出する時はその棒と聴覚だけをたよりに歩いていて、

「こわいだろうな」と思いました。私は目の不自由な人だと分かっていたのに声をかけられなくて後悔してい

ます。だから、そんな人を見たら迷わず声をかけたいです。               （多々見ひなた） 

  

福祉体験学習を終えて 
 6月 27日（火）の５，６限に石川県リハビリテーションセンターの北さんと平木さんにおいでいただき、高

齢者体験と車椅子体験を行いました。身体におもりをつけたり、拘束具というものを手足に装着したりして高齢

者の疑似体験をしたり、実際に車椅子に乗って障害者の方の大変さを学びました。生徒たちは今日の体験を通し

て高齢者や障害者への理解を深めることができたようです。今後は今日の体験から、今よりもさらに人への思い

やりをもって生活してほしいと思いました。 

〈生徒の感想〉 

◇今回の体験で、高齢者や障害のある人の普段の暮らしの不便さを感じられました。視野の狭い人は足下や真横

が見えないので転倒してしまうかも知れません。人の車椅子を押すのは危険があり、押される側も不安になり

ました。このように高齢者は障害者は常に危険と隣り合わせで生活していると思いました。  （北瀬 萌） 

◇今日の体験を通して、高齢者やけが人、身体の不自由な方々をいたわって、思いやりのある人になりたいです。

重そうに荷物を持っている人、電車で座れていない人などを助けることのできる強くて優しい人間に成長して

いきたいです。                                     （指本悠稀） 

◇車椅子体験では、少し楽しいと思ってしまい、本当に車椅子に乗って生活している人の気持ちを考えることが

できませんでした。車椅子に乗っている人が安心して乗っていられるように押してあげることが大切だと知り

ました。高齢者や身体が不自由な人のためになることがあれば、自分からやりたいです。    （上井夏穂） 

◇今日の体験は私たちはほんの数分だけど、この体験を毎日している人がいると思うと、とても大変そうだなと

思いました。車椅子の人、高齢者、身体が不自由な人を見たら、さりげない気配りを心がけたいです。 

（遠田華奈） 

 

 

７月の予定 

 

 

 

 

３日（月）全校集会           １５日（土）～１７日（月） 

 ４日（火）諸活動禁止（～6日）       石川県中学校体育大会 

 ７日（金）期末テスト 委員会      ２０日（木）大掃除 終業式       

１２日（水）漢字テスト 県体激励会    ２６日（水）～２８日（金）     

１４日（金）ピュアキッズスクール       通知表渡し 1年補充教室 

第 1 回漢字検定         （補充対象者は後日お知らせします。）                     

 

  
 

 

 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


